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へ
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関
す
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意
書 

 

平
成
二
十
九
年
六
月
、
大
手
上
場
会
社
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
が
約
六
十
億
円
弱
の
詐
欺
被
害
を
被
っ
た
事
件
が
報
道
さ
れ
、

世
間
の
耳
目
を
集
め
た
。
こ
の
事
件
は
、
不
動
産
の
正
当
な
所
有
者
に
な
り
す
ま
す
偽
の
所
有
者
が
、
買
主
に
当
該
不
動
産
を

購
入
さ
せ
、
買
主
か
ら
売
却
代
金
を
だ
ま
し
取
る
事
件
で
あ
り
、
地
面
師
事
件
と
い
わ
れ
た
り
す
る
。
当
該
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

の
地
面
師
事
件
以
外
に
も
、
近
年
多
数
の
地
面
師
事
件
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。 

 

不
動
産
を
対
象
と
す
る
地
面
師
事
件
は
、
真
正
な
所
有
者
を
偽
っ
て
書
類
を
偽
造
す
る
な
ど
し
て
不
動
産
取
引
が
行
わ
れ
る

た
め
、
購
入
者
が
慎
重
に
取
引
を
進
め
る
他
に
防
ぎ
よ
う
が
な
い
。
も
っ
と
も
、
不
穏
な
動
き
を
真
正
な
所
有
者
が
察
知
で
き

れ
ば
、
不
正
登
記
防
止
申
出
書
を
法
務
局
に
提
出
す
る
方
法
で
、
防
御
を
図
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
認
識
で
き

な
い
な
か
で
進
め
ら
れ
て
し
ま
う
と
防
ぎ
よ
う
が
な
い
。 

 

こ
の
地
面
師
事
件
と
同
様
の
詐
欺
行
為
が
、
会
社
に
お
い
て
も
起
こ
り
う
る
と
当
職
は
聞
き
及
ん
だ
。
会
社
に
お
い
て
は
、

会
社
の
代
表
者
と
し
て
買
主
に
当
該
会
社
資
産
を
購
入
さ
せ
、
買
主
か
ら
売
却
代
金
を
だ
ま
し
取
る
こ
と
が
な
さ
れ
る
。
加
え

て
、
会
社
版
地
面
師
事
件
で
は
、
預
金
を
引
き
出
す
な
ど
会
社
が
保
有
す
る
資
産
そ
の
も
の
を
窃
取
す
る
行
為
も
行
わ
れ
う

る
。 
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会
社
版
地
面
師
事
件
を
実
行
す
る
詐
欺
師
は
、
会
社
の
代
表
者
に
就
任
す
る
た
め
に
、
現
任
の
代
表
者
の
辞
任
届
を
偽
造
し

て
、
虚
偽
の
登
記
を
法
務
局
に
申
請
し
て
代
表
者
を
変
更
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
会
社
版
地
面
師
事
件
で
特
徴
的

な
の
は
、
辞
任
届
を
偽
造
し
な
く
と
も
、
偽
っ
て
支
配
株
主
だ
と
し
て
、
株
主
総
会
を
開
き
、
現
任
の
代
表
者
を
含
む
す
べ
て

の
役
員
を
解
任
し
て
、
新
た
に
、
詐
欺
師
の
関
係
者
を
代
表
者
に
就
任
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
も
、
代
表
者
変
更
が
可
能
な
点

で
あ
る
。
こ
の
危
険
性
は
、
公
正
証
書
原
本
不
実
記
載
罪
な
ど
の
成
立
に
よ
り
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
を
覚
悟
し
た
詐
欺
師
で
あ

れ
ば
、
ど
ん
な
大
き
な
株
式
会
社
で
も
、
一
時
的
に
詐
欺
師
が
代
表
取
締
役
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
当
該
株
式
会
社
は
、
弁
護
士
な
ど
に
相
談
し
、
被
害
回
復
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
手
が
詐
欺
師
で
あ

る
か
ら
、
被
害
株
式
会
社
が
損
害
を
回
復
で
き
る
可
能
性
が
低
い
。 

 

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。 

一 

令
和
二
年
三
月
二
十
三
日
付
け
法
務
省
民
商
第
六
十
五
号
法
務
省
民
事
局
商
事
課
長
が
発
出
し
た
「
役
員
全
員
の
解
任
を

内
容
と
す
る
登
記
申
請
が
あ
っ
た
場
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）
」
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
は
、
会
社
又
は
法
人
の
役
員

（
会
計
参
与
を
除
く
…
）
全
員
の
解
任
を
内
容
と
す
る
変
更
の
登
記
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
速
や
か
に
、
当
該
会
社
の
本

店
又
は
法
人
の
主
た
る
事
務
所
に
宛
て
て
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
普
通
郵
便
で
発
送
し
て
連
絡
す
る
と
な
っ
て
い
た
も
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の
を
、
「
会
社
又
は
法
人
の
役
員
（
会
計
参
与
を
除
く
…
）
全
員
の
解
任
を
内
容
と
す
る
変
更
の
登
記
の
申
請
が
あ
り
、
当

該
登
記
を
し
た
場
合
に
は
、
登
記
完
了
後
速
や
か
に
、
原
則
と
し
て
、
当
該
会
社
の
本
店
又
は
法
人
の
主
た
る
事
務
所
に
宛

て
て
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
普
通
郵
便
で
発
送
し
て
連
絡
す
る
も
の
と
す
る
」
と
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
変
更
に
よ
り
、

公
正
証
書
原
本
不
実
記
載
罪
な
ど
の
成
立
に
よ
り
刑
罰
を
受
け
る
こ
と
を
覚
悟
し
た
詐
欺
師
に
よ
り
、
一
時
的
に
当
該
詐
欺

師
が
代
表
取
締
役
に
就
任
す
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま
う
可
能
性
が
変
更
前
よ
り
高
く
な
っ
た
。
同
法
務
省
民
商
第
六
十
五
号

の
前
の
運
用
に
戻
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
如
何
。 

二 

同
法
務
省
民
商
第
六
十
五
号
に
は
、
「
申
請
権
限
に
疑
義
が
あ
る
事
案
に
つ
い
て
は
、
当
該
登
記
を
す
る
前
に
連
絡
す
る

こ
と
を
妨
げ
な
い
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
現
場
で
ど
の
よ
う
な
場
合
に
当
該
事
案
に
該
当
す
る
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
困

難
と
思
料
す
る
が
、
政
府
と
し
て
如
何
。 

三 

同
法
務
省
民
商
第
六
十
五
号
に
は
、
「
登
記
完
了
前
に
、
解
任
さ
れ
た
と
さ
れ
る
役
員
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
申
請
書
又

は
添
付
書
面
の
閲
覧
を
求
め
た
場
合
に
は
、
届
出
印
又
は
運
転
免
許
証
の
提
示
等
の
適
宜
の
方
法
に
よ
り
、
登
記
簿
上
の
役

員
本
人
又
は
そ
の
代
理
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
、
閲
覧
に
応
じ
て
差
し
支
え
な
い
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
全
国

で
、
こ
の
よ
う
な
求
め
が
、
過
去
五
年
間
で
各
年
何
件
あ
っ
た
と
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
答
え
ら
れ
た
い
。 
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四 

同
法
務
省
民
商
第
六
十
五
号
に
は
、
「
登
記
完
了
前
に
、
解
任
さ
れ
た
と
さ
れ
る
代
表
者
か
ら
、
当
該
登
記
申
請
に
係
る

申
請
人
が
代
表
者
の
地
位
に
な
い
こ
と
を
仮
に
定
め
る
内
容
の
仮
処
分
決
定
書
そ
の
他
の
一
定
の
公
的
文
書
が
提
出
さ
れ
た

場
合
に
は
、
当
該
公
的
文
書
を
当
該
登
記
申
請
の
審
査
の
資
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
全
国
で
、

同
公
的
文
書
を
当
該
登
記
申
請
の
審
査
の
資
料
と
し
た
事
案
が
、
過
去
五
年
間
で
各
年
何
件
あ
っ
た
と
政
府
は
承
知
し
て
い

る
か
答
え
ら
れ
た
い
。 

五 

同
法
務
省
民
商
第
六
十
五
号
に
は
、
「
登
記
完
了
前
に
、
解
任
さ
れ
た
と
さ
れ
る
代
表
者
か
ら
、
当
該
登
記
申
請
に
係
る

申
請
人
が
代
表
者
の
地
位
に
な
い
こ
と
を
仮
に
定
め
る
内
容
の
仮
処
分
の
申
立
て
を
行
っ
た
旨
の
上
申
書
…
が
提
出
さ
れ
た

場
合
に
は
、
一
定
の
期
間
に
限
り
、
当
該
申
立
て
に
係
る
仮
処
分
決
定
…
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
登
記
を
留
保
し
て
差

し
支
え
な
い
」
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
全
国
で
、
当
該
内
容
を
理
由
と
し
て
登
記
が
留
保
さ
れ
た
事
案
が
、
過
去
五
年
間
で

各
年
何
件
あ
っ
た
と
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
答
え
ら
れ
た
い
。 

六 

同
法
務
省
民
商
第
六
十
五
号
に
は
、
「
登
記
完
了
前
」
に
と
の
記
載
が
多
い
が
、
通
知
が
登
記
完
了
後
で
あ
る
こ
と
と
平

仄
が
合
っ
て
い
な
い
と
思
料
す
る
が
、
政
府
と
し
て
如
何
。 

七 

不
実
の
代
表
者
変
更
の
登
記
申
請
を
行
い
、
申
請
会
社
を
乗
っ
取
ろ
う
と
す
る
事
件
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
「
会
社
又
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は
法
人
の
役
員
（
会
計
参
与
を
除
く
…
）
全
員
の
解
任
を
内
容
と
す
る
変
更
の
登
記
の
申
請
が
」
あ
っ
た
場
合
に
、
「
登
記

完
了
」
前
に
そ
の
旨
の
連
絡
を
受
け
る
の
み
な
ら
ず
、
「
解
任
さ
れ
た
と
さ
れ
る
代
表
者
か
ら
、
当
該
登
記
申
請
に
係
る
申

請
人
が
代
表
者
の
地
位
に
な
い
こ
と
を
仮
に
定
め
る
内
容
の
仮
処
分
の
申
立
て
を
」
行
う
旨
の
上
申
書
を
提
出
す
る
こ
と
に

よ
り
、
当
該
仮
処
分
を
申
し
立
て
る
に
必
要
な
合
理
的
期
間
、
当
該
登
記
を
留
保
す
る
運
用
に
改
め
ら
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
政
府
と
し
て
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


